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月 行事等 

１ ２ ３ ４  ５  

統括 集計・分析 指導・研究 指導力改善 検証・研修支援 

校長・教頭 大隅，寺下，殿垣内 寺下，大隅 寺下，吉村 大隅，下田，殿垣内 

4 

県・町基礎学力調査

実施（４月１６日） 

全国学力調査実施 

（４月１７日） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

5 

指導主事計画訪問Ａ 

（５月１８日） 

研究主任連絡協議会 
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7 

全国学力調査・県基

礎学力調査結果公表 
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10 

指導主事計画訪問Ｂ 

（１０月１日） 

 

 

 

 

   
 

 

11 

町学力向上実践研究

推進事業 発表 

（１１月７日） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

12 

県評価問題Ⅰ活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

１ 

      

２ 

研究主任連絡協議会 

評価問題Ⅰ結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今年度研究のまとめ（成果・課題） 

  

３ 

 

 

 

             

総括     校長・教頭 

 

 

 

 

指導力改善（プランの実施，研究の推進） 

・主 寺下  吉村 

 

検証・研修支援（プランの実施状況の検証，評価 

研修支援  

・主 大隅  下田 

学
力
調
査
等
に
よ
る
現
状
把
握 

前期 

中期 

後期 

集計・分析（課題の明確化，原因追究） 

・主 大隅  寺下 殿垣内 

指導・研究（学力向上プラン提案） 

・主 寺下  大隅 

授業 

改善 

学力向上に向けて重点的に

取り組むこと 

３条 

 根拠や筋道を明確に
表現する力の育成 

 
６条 
 よりよい解決に向か
うための質の高い学び
合いのプロセスの重視 

前期研究の方向性
の確認 自校採点分析 

達成率による分析・
考察 

用語を使って根拠を表現させる指導 

キーワードに線を引かせる指導  

研究授業 ６年算数 （寺下） 

ノート検証の指標の検討 
検証授業の指標の検討 

中期研究の方向

性の確認 

授業づくりにおける中期取り組み 

基盤づくりにおける中期取り組み 

研究授業 ３年算数 （吉村） 
 
（     ）教諭提案授業 

県評価問題Ⅰの分
析・考察 

後期研究の方向

性の確認 

 

次年度研究の 
方向性の確認 

次年度学力向上プラン 
方向性提案 

用語を使って根拠を表現させる指導 

キーワードに線を引かせる指導  

研究授業 ５年算数 （下田） 
 

用語を使って根拠を表現させる指導 

キーワードに線を引かせる指導  

研究授業 ４年算数 （殿垣内） 
 

全国学力調査・県基
礎学力調査結果 
分析・考察 

ノートモデル提案 

算数科における授業モデル提案 

前期学力向上プランの提案 
研修計画提案（4月 26日） 

分析結果を受け、プラン修正 

（中期学力向上プラン提案） 

用語を使って「わけ」を
伝えあうことができる 
（検証授業）７０％ 

授業づくりにおける中期取り組み 

基盤づくりにおける中期取り組み 

研究授業 １年算数 （大隅） 
 
（     ）教諭提案授業 

授業づくりにおける中期取り組み 

基盤づくりにおける中期取り組み 

研究発表会 算数 （全担任） 
 
（     ）教諭提案授業 

授業づくりにおける中期取り組み 

基盤づくりにおける中期取り組み 

研究授業 ６年算数 （寺下） 
 
（     ）教諭提案授業 

授業づくりにおける後期取り組み 

基盤づくりにおける後期取り組み 

研究授業 ４年算数 （殿垣内） 
 
（     ）教諭提案授業 

授業づくりにおける後期取り組み 

基盤づくりにおける後期取り組み 

研究授業 ２年算数 （吉村） 
 
（     ）教諭提案授業 

用語を使って「わけ」を
表現できる 
（検証問題）５０％ 

分析結果を受け、プラン修正 

（後期学力向上プラン提案） 

伝えあう中で「わけ」
を問うことができる 
（検証授業）８０％ 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 
活用・記述問題による検証 
児童アンケートの実施 

前期検証結果について分析 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 
活用・記述問題による検証 
児童アンケートの実施 
中期検証結果について分析 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 
活用・記述問題による検証 
児童アンケートの実施 
中期検証結果について分析 

児童のノートによる検証 
研究授業による検証 


